
 
2024 年 7 月 12 日 第 3477回例会 

                 於： 横須賀商工会議所 

＜点鐘・開会＞ １２：３０ 高 橋 会長 

＜斉    唱＞ 「我等の生業」 

＜ゲスト紹介＞ ＊第１グループ ガバナー補佐  前 田 長 生 様 

＊米山奨学生          金   翰 炅 様 

＊青少年交換留学生        Chia-Yuan WEN   君 

＊税理士法人秋葉会計 代表社員  秋 葉 菜保子 様 

＜ビジター紹介＞ ＊平塚ロータリークラブ 会長   三 荒 弘 道 様 

＊平塚ロータリークラブ 幹事   関 口 幸 恵 様 

＜会 長 報 告＞ ＊第１６回韓日親善会議開催のご案内について 

   １０月２４日（木）１４：３０～  

 ２５日（金）１０：００～ 場所：Ｋ-ホテル 良才（ヤンジェ） 

  申し込み〆切：７月２７日（土） 登録料：２５，０００円 

＊国際ロータリー第２６６０地区 大阪・関西万博開幕日の入場券及び予約について 

 開幕日：２０２５年４月１３日（日） 

 地区申し込み〆切：７月２６日（金）（７月１９日例会までに事務局まで連絡） 

＜米山奨学生へ奨学金授与＞ 

＜青少年交換留学生へ修了証授与＞ 

＜委員長報告＞ ＊八巻カウンセラーより青少年交換留学生 解団式・歓送会 報告 

＜幹 事 報 告＞ ＊ガバナー月信 Ｎｏ.１ 

＊例会終了後第１回理事役員会開催（３０２研修室） 

＜出 席 報 告＞ ＊出席委員会 角井副委員長から７月１２日の出席報告 

会 員 数 出席対象者数 出席数(ZOOM出席数） 欠 席 数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ数 出 席 率 

１１５名 １０４名 ６６名（１名） ３８名 ４名 ６６．６７％ 

  メークアップ： 北村、小山(陽) 両会員 地区委員会出席、 岡田(英)会員 三役会出席 

          藤村会員 理事役員会出席 

＜ニコニコ報告＞ 

 ・平塚ロータリークラブ会長 三荒弘道様 本日は横須賀ロータリークラブ例会におじゃまさせて 

         いただきます。高橋会長、シンガポールではお世話になりました。 

 ・平塚ロータリークラブ幹事 関口幸恵様 本日初めて横須賀ＲＣさんの例会にお伺いさせて頂きました｡ 

         どうぞ宜しくお願い致します。 

 ・第１グループガバナー補佐 前田長生様 本日はお世話になります。サム君も連れてきました。 

 ・瀬戸ガバナー補佐付幹事 本日は第２７８０地区第１グループ前田長生ガバナー補佐のクラブ公式訪問 

         です。本日はよろしくお願いいたします。 

 ・三    役 米山奨学生 金翰炅様、青少年交換留学生 Chia-Yuan WEN君、平塚ＲＣ会長 三荒弘道 

         様、幹事 関口幸恵様、ようこそ横須賀ＲＣへお越しくださいました。本日の例会、ご 

         ゆっくりお過ごし下さい。 

 ・八 巻、植 田、齋藤（眞）、権 田、佐久間、三 井、澤 田、波 島 各会員 

         米山奨学生 金翰炅様、青少年交換留学生 Chia-Yuan WEN君、ようこそおいでくださ 

         いました。 

 ・岡田（英）、長 島、角 井、八 巻、長 尾、齋藤（眞）、 

  小 沢、田 邉、吉田（清）、比 護、濱 田 各会員 

         平塚ＲＣ会長 三荒弘道様、幹事 関口幸恵様 ようこそおいでくださいました。 

         例会をお楽しみください。 



 ・小 山 ＳＡＡ 平塚ＲＣ会長 三荒弘道様、幹事 関口幸恵様お足元の悪い中、お越し頂きありがとう 

                  ございます。ごゆっくりお寛ぎ下さいませ。 

 ・三    役 第１グループガバナー補佐 前田長生様、ガバナー補佐付幹事 瀬戸映男様、本日のガ 

         バナー補佐卓話大変楽しみにしています。また、お忙しい日々が続くと思いますが、お 

         体に気をつけ頑張ってください。 

 ・大 石、岡田（圭）、永 井、大野（健）、梁 井、椿、松 岡、勝 見、加藤（淳）、杉 浦、 

  梶 木、新 倉、江 口、長 尾、小 平、植 田、森、齋藤（隆）、齋藤（眞）、岩 﨑、 

  小保内、小 沢、南、上 林、徳 永、澤 田、谷、小佐野、萩 原、鈴木（孝）、齋藤（愼）、 

  若麻績、田 邉、波 島、山 下、小林（一）、根 岸、吉田（清）、濱 田、田 中 各会員 

         本日は国際ロータリー第２７８０地区第１グループ前田長生ガバナー補佐の卓話です。 

         どうぞよろしくお願いいたします。 

 ・齋藤（秀）地区米山委員長 本日は地区米山委員会の行事で、指定校説明会を開催します。江口会員の 

         調整のおかげで神奈川歯科大 宋 文群さんがいらしていただけます。宋さんは元米山 

         奨学生との事です。 

 ・石 田、浅 葉、吉田（久） 各会員 毎日暑いですね。全国高校野球選手権神奈川大会も熱い戦いが繰り 

         広げられています。三浦学苑がんばれー！！ 

 ・上 林 会員 今日は早退します。ごめんなさい。 

 

＜卓    話＞ 国際ロータリー第２７８０地区 ２０２４-２５年度 ガバナー公式訪問の前に 

                                                      第１グループガバナー補佐 前 田 長 生 

今日はガバナー補佐ということでまいりました。私と共に１年間、瀬戸幹事がやりますのでよろしくお願

いします。来週の金曜日に佐々木ガバナーが来られますが、その前に露払いではないですけどお話のお時間

を拝借してお耳を借りたいと思います。 

まず自己紹介です。私は横須賀ロータリークラブの所属で、生年月日は１９５１年、横須賀ロータリーク

ラブができた年ですね。ですから今年で７３歳になります。血液型は皆さんに嫌われがちなＢ型です。私の

外科の教室は新潟大学だったのですが、ある時、外科の教室で血液型のアンケートを取ると、在籍する外科

の医局員、５０～６０人のうちの８割がＢ型でした。外科医にはＢ型が多いということで、お許し願いたい

と思います。私は新潟の生まれですので、県立新潟高校学校を卒業し、奈良県立医科大学に行きました。次

にロータリー歴です。２００９年の入会ですから１５年目になります。私は会員増強もプログラムも担当し

ましたが、マイロータリーを開けるとクラブ財団委員長とだけ書いてあります。ＲＩがいかに財団を大事に

しているかが分かると思います。一昨年はクラブ会長を、昨年度は地区の財団補助金配分／ＶＴＴ委員会委

員長を務めさせていただき、本当に充実した１年を送らせていただきました。 

これは、メルボルンでジェニファーＲＩ会長が（第一テーブルに座っていらっしゃいます）小沢さんを見

つけて思わず寄ってきたショットらしく、皆さんにお示しします。 



世界のロータリー会員につ

いてです。今、世界のロータ

リアンの数は１１８万人。こ

の数はまだ減っています。新

会員の方に覚えていただきた

いことですが、世界にゾーン

が３４、日本には３つゾーン

があり、それぞれのゾーンに

約３万５千人がいます。この

ゾーン単位で世界のＲＩの理

事を決めるらしいのですが、

気づいたのは、ゾーンごとに

財団の寄付の額が記録されて

おり、そういう意味では、お

金もゾーン単位で管理してい

るということで、お金に関し

ＲＩは相当きっちりやっているのだなというようなところです。ローターアクトとインターアクトの会員数

も減っています。 

日本のロータリーについてです。これは、去年セブの９０周年前夜祭の写真でして、前夜祭パーティーで

日本のロータリアンはこんな風にくつろいで楽しくやっている、というようなところですね。日本のロータ

リアンは現在８万３千人、クラブが２２００、地区が３４で、ゾーンは３つです。この第２７８０地区は、

日本の真ん中、第２ゾーンにあります。新会員の方は覚えておいてください。後々役に立つと思いますので。

地区に関して申し上げると、ロータリアンは２３６２、女性会員の比率が１２．９％、クラブ数が６７です。 

 

ここから本題に入りたいと思います。地区の委員会は各クラブのための組織です。敢えて書きましたのは、

今年度から地区の委員会の委員数が約６割に減りました。スリム化してどうなるのだろうと不安ですが、来

週ガバナーが来られた時にまた話が出ると思いますが、各クラブの委員長にぜひ地区に出ていただいて、委

員会の会議での討論に参加していただきたいという意図が込められています。これから月に約１回は委員長

にその案内が来ると思いますので、ぜひ時間を作って、議論に参加していただきたいと思います。決議事項

は我々補佐から会長、幹事を通して連絡されますけれども、直接その肌で温度感を感じてやっていただくの

は非常にいいことだと思いますので、各委員長よろしくお願いしたいと思います。 

クラブの繁栄に必要なものはクラブの活性化です。これは言うまでもないことですが、活性化ってどうい

うことかと言いますとロータリーに限って言いますと、内側でだけみんな元気だと言ってもしようがなく、

それはロータリークラブとは言えないのではないか、と思います。ロータリーのクラブが活性化するには、

やはり周りに生き生きとしたその採用する力を示すことが本当の意味の活性化ではないかということで敢え

て書かせていただきました。ではクラブに活性がないとはどういうことなのか。クラブ活動が停滞し膠着化

していることに他ならないと思っております。その解決策としては、親睦、活発な奉仕活動、会員の維持と

増強、これに尽きるのではないかと思っております。 

地区内の奉仕プロジェクトの話をしたいのですが、地区でも奉仕活動が非常に減り、２０２１年度は６件

にまで減りました。なんとかみんなで頑張ろうということで、委員みんなでとりあえず申請して出されたも

のは全件通そうという方針で頑張ったのですが、申請段階では箸にも棒にも引っかからないようなものもあ

ったのですが、何度もクラブとやりとりしてなんとか２６件、ロータリー財団に受理していただきました。

ですから今年度は、地区では過去最多の奉仕活動２６件が実施される予定となっております。 

その中で興味を引く新しい奉仕プロジェクトがありますのでご紹介します。平塚北、平塚湘南ＲＣの合同

事業です。衛生的生理用ナプキンの普及活動と保健授業（性教育）の実施ということで、タンザニアの５７

校の小、中学女子生徒を対象に、現地のＮＰＯ法人で製造した衛生用品と教材を配布し専門講師による保健

授業を行って、女子生徒に保健衛生の重要性を教育するというものです。タンザニアの女子生徒はナプキン

がなく、布を水で洗って使っているらしく非常に不衛生であることと、たくさん女子中学生が妊娠するらし



く性教育で何とかしようということで、非常に

いい試みだと思います。グローバル補助金では

なく２００万円以内ですと地区で出せるのでこ

れも通りました。結果が非常に楽しみです。 

それから、神奈川湘南ＲＣのマダガスカル養

鶏プロジェクトです。子どもたちの栄養改善の

ためにということですが、マダガスカルは、ア

フリカの南東にある日本よりも大きい島です

が、そこで暮らす栄養不足による発育障害を持

つ５歳未満児を持つ零細農家１００世帯に養鶏

技術の研修と鳥などの必要資材を提供し、卵や

肉を自給できるようにして家計を維持する集団

にするというものです。以前に同じようなプロ

ジェクトがあって、中央アジアのキルギスに子

牛を同じような意図で送ったそうですが、お乳

も絞らないうちにすっかり食べられちゃった、

ということがありまして、今回も送ったらすぐ

ローストチキンになるんじゃないかと言われて

いましたが、今回はＡＭＤＡ社会開発機構と一緒になって飼育に気をつけていただき、きちんとやっていき

たいということで、ロータリー財団に受理していただきました。これも非常に楽しみなことです。 

全プロジェクトで１６００万円のプロジェクトが今年実施できることになり、結果が楽しみだと思います。

そのうちガバナー月信にも出ると思いますので、ぜひご一読ください。 

続きまして地区の会員数に触れてみたいと思います。コロナ禍で２２６１まで落ち込んだのですが、その

後見事に当地区は回復をしております。ただ世界も国内もまだ減少傾向にありまして、なかなか当地区のよ

うに回復したところはあまりないので、よく頑張ったと思っております。その内訳を見てみます。性別に見

ますと男性の会員数は伸び悩んでおりますが、女性会員はコロナ回復後も順調に伸びています。コロナ禍が

終わって地区で会員数が回復したのは、女性の会員が支えているということがわかりました。女性会員の比

率は、世界の平均で２４％、日本の平均が７％ですが、地区内では１２．９％なのでトップレベルの数字になっ

ております。今後、会員増強に関しては女性会員の勧誘がネックになってくるのではないかと私は思ってお

ります。 

ここで女性会員の入会の歴史をひも解いてみました。１９７７年にアメリカのカリフォルニアのデュアル

テＲＣが女性会員をそっと入会させたらしいのですが、そのクラブは翌３月にＲＩ加盟を終結させられたと

いう事実がございました。１０年後にアメリカ連邦最高裁判所は、性別を理由に女性を会員として拒否する

ことはできないという判定を出しまして、それから２年後、ＲＩの規定審議会で、ロータリークラブの会員

は男性に限られるとするＲＩ定款要件の削除が可決されております。女性がロータリーの会員になることが

認められるということで、ついに２０２３年にはジェニファー・ジョーンズさんが女性として初めてＲＩ会

長に就任したという歴史的事実がございます。 

クラブ繁栄の特効薬、私はやはり会員増強だと思っております。しかもその中では女性会員の増強が鍵だ

ろうということです。後ほど皆さんの意見をお聞きしたいと思います。 

この方が、今年度のＲＩ会長、ペンシルバニア州マクマリーＲＣのステファニー・Ａ・アーチック氏でご

ざいます。女性として２人目のＲＩ会長です。今年のテーマは、「ザ・マジック・オブ・ロータリー」です。

ご存知の方もおられると思いますが、アーチック会長がドミニカ共和国に浄水機の奉仕活動に行き、子ども

たちの前で泥水を浄水機に入れ、きれいな水が出てきた時に、子どもたちから“今の魔法をもう一度見せて

ください”と言われ、それが彼女の心に刺さったらしく、これをテーマにしたらしいです。これがＲＩのテ

ーマとしては最後だと思ってください。 

この方が佐々木ガバナーです。私は親分肌の人情派という印象を受けております。非常に面倒見のいい方

で、来週いらっしゃいますけれども非常に緻密に計算をしていますし、赤ワインが大好きな兄貴分のような

方ですので関係していただきたいと思います。佐々木ガバナーのテーマは、「ロータリーのマジックを行動で



示そう」、“イン・アクション”です。“オン・ザ・テーブル”ではありません。議論をしていてもロータリー

のマジックは起きません。行動を示すことで初めてマジックが起きること、この点を強調していただきたい

ということで、皆さんにお伝えいたしました。 

私はロータリーに入って１５年目ですが、最初は“超我の奉仕”とは何のことを言っているのか良くわか

らなかったですね。このような言葉は聞いたことがなかったです。１５年経つとようやくその概略が分かっ

てきましたが手の届かないところにあるものだろう、と今でも思っています。ただそれに近づく努力はした

方が良いだろうと思います。自己研鑽と言いますとストイックで暗いイメージがあるのですが、ロータリー

ではみんなで一緒に楽しくやれます。これがロータリーの素晴らしいところではないかと思っております。

新会員の方、これを覚えておいてください。私の１５年目の結論です。いろいろお話しました。ありがとう

ございました。 

 

後半は、クラブ協議会形式で、各委員長の方に今年度の抱負などを話していただき、クラブ全員で共有し

たいと思います。委員長に質問していただき実際的なものにしたいという気持ちで、クラブ協議会形式でや

りたいと思います。従来やってきたことを継承するのはもちろん大事ですが、今年度は、従来とは異なる、

こういうことを企画したいな、というようなご意見がありましたらどうぞお願いします。 

まずは親睦活動委員長、岡田圭太会員、よろしくお願いします。 

＜岡田圭太親睦活動委員長＞ 改めまして本年度親睦活動委員長を仰せつかりました岡田圭太です。よろし

くお願いいたします。日々の例会では委員全員で会員の皆さんが例会に参加しやすい雰囲気を作りながら、

また親睦活動委員全体で一緒に楽しんでいけるようにして、会長、副会長、幹事のサポートをしていきたい

と考えています。 

年間の主な行事としては、８月の横須賀ローターアクトクラブとの合同例会、１１月の親睦旅行、１２月

の年忘れ家族例会、６月の最終例会となりますので、親睦活動委員、一致団結して楽しめるような企画にし

たいと考えております。よろしくお願いいたします。 

＜高橋会長＞ 親睦旅行に関しましては私の方針が少し入りますが、それ以外の楽しい飲み会など会員で楽

しめる行事は岡田委員長にお任せしております。 

＜前田ガバナー補佐＞ ありがとうございました。では続きまして、社会奉仕委員長の田中委員長、お願い

します。 

＜田中社会奉仕委員長＞ 社会奉仕委員長の田中です。今年度は昨年度に引き続きポリオの募金、１万メー

トルプロムナードクリーン作戦を事故なく卒なく行いたいと思います。１ヶ月に１度の作業所の商品販売に

ついては、今年度はどうするか会長と相談したいと思っています。以上です。 

＜高橋会長＞ 作業所の商品販売については、加藤会員の負担になっていた点を考慮し、少し違う形にして

いきたいなと思っております。 

＜前田ガバナー補佐＞ ありがとうございました。では国際奉仕委員長の加藤委員長、お願いします。 

＜加藤国際奉仕委員長＞ 加藤国際奉仕委員長でございます。今年度の国際奉仕の活動計画としましては、

昨年度までのセブロータリーの口唇口蓋裂センターの医療技術の移転プロジェクトが終了になり、国際奉仕

委員会としても新しい道筋を作らなければなりません。昨年の１０月の夜間情報集会で補助金の活用方法な

ど、皆さんにグループで討議いただいた中でいろいろなアイデアが出てまいりました。そのアイデアを拾い

つつ実現できればと思っております。例えば今考えているのは、案の段階でございますけれども、ロクナト

会員のネパールでの水の供給を頑張って実施してみては、との案が出ております。今後、皆様にもご相談さ

せていただきながら、長期的視野で新しい道筋を作っていきたいと思っております。また、もし本アイデア

がうまく進まない場合には、国際奉仕といっても、国内にいる外国の方たちへの支援という形も奉仕の一つ

かと思っておりますので、そのような点も考えながら進めていきたいと思っております。以上でございます。 

＜前田ガバナー補佐＞ 地区での委員長だったことも踏まえて一言付け加えたいのですが、外国で活動する

場合にはパートナークラブが非常に大事だということです。パートナークラブが本当にやる気があるのかど



うか、ロクナトさんとよく確認した方が良いと思いますし、ネパールで浄水器のニーズが本当にあるのかど

うか、それも確認しないとロータリー財団に受理されませんのでよろしくお願いします。 

＜加藤国際奉仕委員長＞ ありがとうございます。 

＜前田ガバナー補佐＞ 続きまして、会員増強委員長の濱田会員、よろしくお願いします。 

＜濱田会員増強委員長＞ 会員増強委員長の濱田です。よろしくお願いいたします。会員増強と会員維持の

うち、まずは会員増強ですが、こちらは会長の意志に従い、私たちメンバー全員で会員増強のため、ロータ

リアンとしてふさわしい方たちを見つけることを日々意識していただくことをお願いしたいと思っておりま

す。月に１回、通常は第３例会の後に委員会を開いて、進捗状況の確認や候補者の検討を行い進めていきた

いと思います。会員維持に関しては、先ほどガバナー補佐からもお話がありましたように、親睦活動委員会

とプログラム委員会と連携してより楽しい例会とすることで、会員維持もできたら良いかと思っております。

よろしくお願いいたします。 

＜高橋会長＞ 今、会員増強委員長が言われた通り、会長方針は大事だと思います。ただ会員の皆様の推薦、

これが何よりも大事だと思っております。自分一人で見つけるよりも、やはりこれだけの人数、マンパワー

を考えてしっかりと新しい会員を見つけていきたいと思っております。そして会員維持につきましては、と

にかく残っていただきたい。会員本人のご都合はあるでしょうけれども、カウンセラーの前田先生と一緒に

ロータリーの楽しいところをお話しして残っていただけるように頑張りたいと思っております。 

＜前田ガバナー補佐＞ ありがとうございます。私も当クラブで会員増強に苦労した一人として思うのです

が最低限減らしてはいけないと思います。この努力をこれからの会長はぜひとも肝に銘じてやっていただけ

ればと思いますのでよろしくお願いいたします。一年間頑張ってください。 

今日はご清聴いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

＜閉会・点鐘＞ １３：３０ 高 橋 会長 

週報担当 浅 葉 孝 己 

 


